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芳賀中部上水道企業団の水道事業は、昭和 47 年 7 月に給水を開始して以来、平成

20 年度で 36 年目を迎えました。 

この間、水需要は経済成長に伴い順調に伸び続けてまいりましたが、企業活動にお

ける節水型事業への転換や少子化に伴う人口の減少、長寿社会の到来によるライフス

タイルの変化、節水意識の向上による料金収入の減少など、水道事業を取り巻く環境

は、厳しさを増しています。 

そこで、平成 16 年 6 月に厚生労働省から公表された「水道ビジョン」及び平成 17

年 10 月に通知された「地域水道ビジョン作成の手引き」を踏まえ、今後の水道のある

べき姿について検討を行い、その結果ここに「水道ビジョン」を策定し、「安心」、「安

定」、「持続」、「環境」を主眼においた長期にわたる水道事業の目標を定め、事業推進

の方向性を示すものです。 

 

 

 

本計画は、長期的な観点から平成 21 年度から平成 27 年度までの 7 年間とします。 

今後は、この水道ビジョンをもとに施設の整備計画などの事業計画を策定し、住民

の要望・社会情勢の変化を的確に把握し、大きな変動が見られる場合には、適切に見

直しを図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 水道ビジョン策定の目的 

１ 計画の背景と目的 

２ 計画の期間 

水道ビジョン策定 

(平成 21 年度) 

短期的な対応 

(1～3 年以内)

中･長期的な対応 

(4～7 年目途)

水道ビジョン 

目標年次 

（平成 27 年度） 

方 策 

安心・安全な給

水の確保 

災害対策等の

充実 

水道の運営基

盤の強化 

環境保全への

貢献 

直ちに実行に移す

べき方策の着手・

実施 

目標達成に向けた

努力の傾注 

 

目標の早期達成 

目 

標 

の 

達 

成 

見直し 見直し 
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 芳賀中部上水道企業団は、栃木県の東南部に位置する、芳賀町、市貝町、益子町の

３町を構成町とする水道事業の一部事務組合です。  
県都宇都宮市の東側に隣接する給水人口 51,200 人、給水区域内面積 224.01 平方キ

ロメートルの田園風景の広がる自然豊かな純農村地帯です。  
米作を中心とした農業と自動車産業や生活用品を生産する工業とのバランスのと

れた町として、また、「益子焼」で全国的にも有名な陶器の町として発展するなど、そ

れぞれの特性を生かした町づくりが展開されています。  
 交通は、東北新幹線でＪＲ東京駅から宇都宮駅まで 53 分、同駅より車で 30 分、東

北自動車道で都内から約 110 分です。 

【給水計画区域の位置図】 

Ⅱ 水道事業の沿革 

１ 地域特性 
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芳賀中部上水道企業団は、益子町、芳賀町、市貝町の 3 町が構成町となり昭和 45

年 10 月に設立、昭和 46 年 3 月に栃木県知事の事業創設認可を受け、昭和 47 年 7 月か

ら水道用水供給事業を開始しました。 

益子町は昭和 34 年 4 月から、市貝町は昭和 41 年 9 月から供給を開始しましたが、

両町とも需要に合った水源の確保が困難な状況にありました。また、芳賀町は地下水

に恵まれていたため水道事業の開始が遅れていましたが、芳賀中部上水道企業団設立

と同時に全量受水する水道事業を開始しました。 

昭和 62 年度から芳賀町、益子町は、栃木県鬼怒水道用水供給事業からも受水し、

水需要に対応してきました。 

市貝町は、平成 2 年度に第 5 期拡張事業として、赤羽浄水場や伊許山配水池を整備

し、給水量の不足を補ってきました。 

以上のような状況を踏まえ、平成 15 年 4 月 1 日構成町の水道事業を統合し、水源

から末端給水までの業務を一元化し、効率的な事業運営と安心・安全で安定した水道

水の確保を図るため、計画給水人口 54,490 人、計画一日最大配水量 21,795 ㎥の広域

水道事業体としてスタートを切りました。 

 

【芳賀中部上水道企業団水道事業主要統計】 

 H15 H16 H17 H18 H19 

行政区域内人口   (人) 55,795 55,559 55,378 55,237 55,193

給水人口         (人) 51,435 51,240 51,494 51,235 51,205

給水戸数            (戸) 15,512 15,662 16,004 16,158 16,408

普及率              (％) 92.2 92.2 93.0 92.8 92.8

職員数             (人) 17 16 15 16 15

年間総配水量        (㎥) 6,152,769 6,124,961 6,373,344 6,255,968 6,314,019

一日平均配水量      (㎥) 16,811 16,780 17,461 17,140 17,251

一日最大配水量      (㎥) 20,173 20,136 20,953 20,568 20,701

一人一日平均配水量  (㍑) 327 327 339 335 337

年間総有収水量      (㎥) 5,129,209 5,248,152 5,179,967 5,268,690 5,248,152

有収率             (％) 83.4 85.7 81.3 84.2 83.7

 

 

２ 水道事業の沿革 
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【構成町】               【芳賀中部上水道企業団】   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ましこ

昭和 34
益子町水道事業開始 

昭和 34 年 4 月 

昭和 41

市貝町水道事業開始 

昭和 41 年 9 月 

昭和 45

設立 

昭和 45 年 10 月 

用水供給事業創設認可 

昭和 46 年 3 月 

計画給水人口：19,630 人 

計画一日最大給水量：5,900 ㎥/日 

総事業費：255,810 千円 

昭和 46

昭和 47
芳賀町水道事業開始 

昭和 47 年 7 月 用水供給事業開始 

昭和 47 年 7 月 

昭和 59 用水供給事業変更認可 

昭和 60 年 2 月 

計画給水人口：34,000 人 

計画一日最大給水量：12,000 ㎥/日

総事業費：736,000 千円 

昭和 62

益子町・芳賀町 

栃木県鬼怒水道用水供

給事業から受水開始  

昭和 62 年 4 月 

平成 14

益子町・芳賀町・市貝町 

水道事業廃止 

平成 15 年 3 月 

水道事業創設認可 

平成 14 年 12 月 

計画給水人口：54,490 人 

計画一日最大給水量：21,795 ㎥/日

総事業費：4,517,621 千円 

年度 

広域水道事業開始 

平成 15 年 4 月 1 日 

（益子町・芳賀町・市貝町水道事業統合） 


